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な
ぜ
、
相
模
原
が
軍
都
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

■
東
京
市
ヶ
谷
に
あ
っ
た
陸
軍
士
官
学
校
が
手
狭
に
な
り
、
広
大

で
起
伏
の
少
な
い
移
転
先
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
移
転
先
の
候
補

は
、
八
王
子
北
側
、
富
士
南
麓
、
豊
橋
付
近
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、

検
討
の
結
果
、
原
町
田
西
方
（
現
在
の
相
模
原
市
等
）
に
決
定
し
ま

し
た
。
昭
和 

年
頃
か
ら
次
の
８
つ
の
陸
軍
施
設
が
移
転
し
て
き

た
こ
と
で
、
相
模
原
は
軍
都
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

■
①
陸
軍
士
官
学
校
（
相
武
台
）
、
②
相
模
陸
軍
造
兵
廠
（
現
在
の

米
軍
相
模
補
給
廠
）
、
③
臨
時
東
京
第
三
陸
軍
病
院
（
現
在
の
国
立

病
院
機
構
相
模
原
病
院
）
、
④
陸
軍
兵
器
学
校
、
⑤
電
信
第
一
連
隊

（
現
在
の
米
軍
相
模
原
住
宅
）
、
⑥
陸
軍
通
信
学
校
（
現
在
の
相
模

女
子
大
学
周
辺
）
、
⑦
相
模
原
陸
軍
病
院
（
相
模
大
野
中
央
公
園
周

辺
）
、
⑧
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
。 

■
そ
の
後
、
終
戦
に
よ
り
陸
軍
施
設
の
多
く
が
米
軍
に
接
収
さ
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
代
は
米
軍
に
よ
り
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
相
模
原
の
歴
史
に
大
き
く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

■
と
く
に
大
野
南
地
区
に
あ
っ
た
「
米
軍
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
相
模

原
陸
軍
病
院
）
」
が
昭
和 

年
に
返
還
（
写
真
）
さ
れ
、
相
模
大
野

中
央
公
園
や
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野
、
ロ
ビ
ー
フ
ァ
イ
ブ
な

ど
が
で
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
学
級
「
大
野
南
ふ
れ
あ
い
学
級
」 

軍
都
相
模
原
を
学
ぶ 

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
「
緊
急
事
態
宣

言
発
令
」
に
よ
り
、
当
初
は
６
～
８
月
に
予
定
し
て

い
た
高
齢
者
学
級
が 

・ 

月
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
第
２
回
で
は
、「
軍
都
相
模
原
」
と
題
し

て
市
立
博
物
館
の
木
村
弘
樹
（
き
む
ら 

ひ
ろ
き
）

学
芸
員
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

米軍医療センター（現 相模大野中央公園周辺） 

「
大
野
南
ふ
れ
あ
い
学
級
」
運
営
委
員
長 

関
口
潔
（
せ
き
ぐ
ち 

き
よ
し
）
さ
ん
よ
り 

 

■
相
模
原
に
住
ん
で
い
な
が
ら
地
域
の

歴
史
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。 

■
戦
前
の
あ
る
期
間
、
相
模
原
が
軍
の

施
設
と
し
て
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
の
学
習
は
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。 

■
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
、
学
習
し
た

知
識
を
ベ
ー
ス
に
施
設
の
跡
地
を
巡
っ

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

⇒
陸
軍
を
表
す
☆
（
星
）
が 

中
心
に
描
か
れ
た
マ
ン
ホ

ー
ル
は
、
現
在
も
相
模
女
子

大
学
の
敷
地
内
に
。 
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●
大
野
南
公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル
「
マ

イ
マ
ビ
リ
ィ
」
は
、 

代
・ 

代
の
中
間

世
代
の
方
で
、
な
ん
と
な
く 

も
や
も
や

を
抱
え
て
い
る
方
、
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
て
い
る
方
の
た
め
の
居
場
所
作
り
を

目
的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
今
年
の 

月
に
は
設
立
５
周
年
を
迎
え
、
サ
ー

ク
ル
内
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

そ
う
で
す
。 

●
活
動
は
、
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
な

が
ら
、
次
の
行
事
を
決
め
る
そ
う
で
す
。

お
花
見
や
書
初
め
・
工
作
に
料
理
な
ど
、

季
節
や
企
画
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
意
識
し
て
行
い
、
仕
事
や
家

族
以
外
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
を

仲
間
と
共
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。 

●
活
動
に
興
味
を
も
っ
た
方
、
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
、
公
民
館
窓
口
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

～ マイマビリィ あいことば ～ 
ま ぁまぁ のんびりと 

い いかげんで・・ 

ま わりも みてみよう 

び しっとできることは 

協力し合って 

リ ラックスは 時にはしつつ 

ぃ い時間（場）を共につくろう！ 

 

代表の前田です。 

自分の経験がきっかけで、この

サークルを立ち上げました。 

月２回、主に土日祝日の午後に

活動しています。 

会費は活動の内容によって異な

ります。参加、おまちしてます！ 

 

公
民
館
で
社
会
体
験
研
修 

 

県
立
厚
木
清
南
高
等
学
校 

青 

柳 

諒 

先
生 

 
 

■
教
員
５
年
経
験
者
研
修
の
一
環

と
し
て
、
大
野
南
公
民
館
で
３
日

間
、
社
会
体
験
研
修
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

■
公
民
館
で
は
、
幅
広
い
年
代
の

方
々
が
集
ま
り
、
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
学
ぶ
講
座
を
自
ら
企
画
し
、
そ

の
中
で
も
、
多
く
の
方
が
興
味
を
持

っ
て
参
加
し
や
す
い
方
法
を
話
し

合
う
姿
、
ま
た
、
多
く
の
団
体
や
サ

ー
ク
ル
が
公
民
館
の
部
屋
を
利
用

し
て
、
様
々
な
分
野
で
活
動
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
「
学
び
」
に
年
齢
は

関
係
な
い
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

■
館
長
を
は
じ
め
、
公
民
館
職
員
の

方
々
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
調
整
を
し
た

り
、
公
民
館
の
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に

声
を
か
け
た
り
す
る
姿
勢
は
、
今
後

の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
自
ら
が
果

た
す
べ
き
責
任
や
役
割
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

■
短
い
期
間
で
し
た
が
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○子育てを楽しむ講座・高齢者学級・

成人学級準備委員会・健康体育委員会

役員打合せなどにおじゃましました。

協力してくださった地域のみなさん、

ありがとうございました。青柳先生の 

ご活躍をお祈りしています！ 

写真は健康体育委員会役員会で。左から芹澤副委員長・石川委員長・青柳先生・中村館長・成田副委員長・伊藤運営協議会委員 

公民館事業「子育てを楽しむ講座」の受講生たちが作ったサー

クル「Ｏｈａｎａ２０１８」。 小さかった子どもたちもすくす

くと成長し、乳児期の子育てを卒業、サークルを解散することと

なりました。余った会費を公民館のために使いたいと、かわいい

時計を寄贈していただきました。おうちの方と離れてドキドキし

ている小さな心の味方になって、支えてくれると思います！保育

室内に飾ってありますので、大切に使ってくださいね。 
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●11 月 12 日 公民館で地域の子育て世代の方が同世代のために 

企画、実施している「子育てを楽しむ講座」の昨年度の実行委員

（神浦さん＝2020 実行委員長、田中さん=2021 実行委員長と娘

のみっちゃん、長谷川さん=2020 実行委員・当日欠席）が、藤沢市

片瀬公民館「イルカ学級」（子育て講座）の招待を受け、イルカ学級

の参加者とオンラインで交流を行いました。 

●大野南公民館の講座や実行委員会の様子、参加した理由などを話

しました。特に、実行委員の役割は“無理せず、みんなでできること

を少しずつ分担し、神浦さんや田中さんが楽しみながら事業を企画、

実施していること”を伝えました。それを受け、イルカ学級の参加

者から“同世代の方が実行委員会を立ち上げ、事業を企画実施して

いることへの「驚き」”の感想や「実行委員会がどのように進められ

ていくのか」などの質問と熱心な意見交換がなされ、画面を通した

「ＺＯＯＭ」形式を体験しながら有意義な交流が行われました。 

●それぞれが等身大に楽しみながら企画・運営する「子育てを楽し

む講座実行委員」のお話が、イルカ学級の良いエッセンスになった

と感じています。お互いに自然体で交流できてステキでした♪  
画面いっぱいにみっちゃんの顔♪ 

藤沢市キャラクター「ふじキュン♡」と交流 

   報 告 片瀬公民館イルカ学級 

 
 

 

 
 

 
 

 

■
「
が
け
の
下
の
方
に
見
え
る 

ｃ
ｍ
ほ
ど
の
白
い
色
の
層
は
、
約 

万 

千

年
前
の
箱
根
山
の
大
噴
火
に
よ
り
火
山
灰
が
積
も
っ
た
も
の
で
「
箱
根
東
京
軽

石
層
」
と
い
い
ま
す
。
登
れ
る
方
は
近
く
に
行
っ
て
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」 

・
・
自
信
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
わ
れ
先
に 

斜
面
を
登
り
軽
石
に
さ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

■ 

月 

日
に
行
わ
れ
た
「
秋
の
さ
わ
や
か 

ウ
ォ
ー
ク
」
は
相
模
原
台
地
の
地
層
の
観
察 

も
組
み
込
み
ま
し
た
。 

■
相
模
大
野
中
央
公
園
で
の
準
備
体
操
の
後
、 

「
境
川
沿
い
遊
歩
道
」
に
向
か
い
ま
し
た
。 

鹿
島
神
社
近
く
の
遊
歩
道
に
出
て
上
流
へ
。 

川
の
水
は
と
っ
て
も
き
れ
い
で
、
大
き
な
鯉 

や
小
さ
な
魚
も
泳
い
で
い
ま
す
。 

■
遊
歩
道
で
、
市
立
博
物
館
学
芸
員
の
河
尻
清
和
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
ま
し
た
。 

「
あ
ち
ら
に
見
え
て
い
る
低
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
旧
の
境
川
で
す
。
東
京 

 

発
見
大
野
南
！ 

秋
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
ク
」
報
告 

 
「古渕の露頭」 

身体で地球の歴史を感じます 

 

都
と
神
奈
川
県
の
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」 

こ
の
日
は
相
模
原
市
と
町
田
市
を
出
た
り 

入
っ
た
り
し
て
遊
歩
道
を
歩
い
た
こ
と
に 

な
る
そ
う
で
す
。
・
・
・
さ
ら
に
上
流
へ
。 

■
続
い
て
は
「
古
渕
の
露
頭
（
地
層
）
」
。 

古
淵
鵜
野
森
公
園
の
北
側
の
が
け
地
で
、 

古
く
か
ら
堆
積
し
た
相
模
原
台
地
の
地
層 

を
観
察
し
ま
し
た
。
大
人
の
方
も
感
心
し
な 

が
ら
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も 

た
ち
が
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
、
が
け
を
よ 

じ
登
っ
て
触
っ
て
み
て
い
た
の
に
は
ス
タ
ッ 

フ
全
員
「
よ
か
っ
た
ね
、
大
成
功
だ
っ
た
ね
」 

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、 

ぶ
ら
り
散
歩
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

12 月の朝市は３回！ 

【
市
民
朝
市
の
賑
わ
い
】 

通
常
、

第
１
・
３
日
曜
日
開
催
で
す
が
、 

 

月
は 

日
も
開
か
れ
ま
す
。
年

明
け
は 

日
か
ら
。
朝
８
時
か

ら
、
な
く
な
り
次
第
終
了
。 

買
い
物
を
通
し
た
や
り
取
り
が

魅
力
で
す
♪ 
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親子で遊ぼう！ サタデーキッズルーム 

★日にち 12 月 18 日(土)・１月 22 日(土)・ 

     ２月 26 日(土)・3 月 26 日(土) 

★時 間 午前 10 時 30 分～11 時 30 分 

★場 所 和室（1 階） 

★内 容 読み聞かせを親子で楽しむ 

★出 演 12 月…おはなしのポケット、 

         人形劇サークル「ロロ」 

     １月…布おもちゃサークル「ピノキオ」 

     ２月…えほんであそぼ 

     ３月…人形劇サークル「ロロ」 

★定 員 8 組（先着順）／★参加費 無料 

★申込み 毎月 10 日以降に公民館に電話で 

     ※12 月開催のみ 12/1 から受付 

★主 催 大野南サタデーキッズルーム実行委員会 

★共 催 大野南公民館 

ニコニコ子育て講座 ～孤育てからみんなで子育て～ 
日にち 内 容 講 師・協力サークル 等 

12 月 17 日（金） 親子でリトミック 吉崎りえさん、えほんであそぼ 

12 月 22 日（水） 親子ふれあいヨガ 岡山佐和子さん、おはなしのポケット 

★時 間 午前 10 時～11 時（受付９時 45 分～） 
★対 象 大野南公民館区内にお住まいの３歳位までのお子さんと保護者 

★場 所 17 日（金）…多目的室（２階）、22 日（水）…和室（１階） 

★定 員 10 組 20 名（メールでの先着順） ／ ★参加費 無料 

★持ち物 上履き（17 日のみ）・運動できる服装・飲み物・タオル 

★申込み 12 月 3 日（金）から受付開始。2 回とも出席できる方で、応募項目①保護者氏名、 

②お子様の氏名、③お子様の年齢、④住所、⑤電話番号をご記入の上、メールで応募

してください。メール宛先：onominami-k@city.sagamihara.kanagawa.jp 

※参加の可否はメールで数日中に連絡させていただきます。 

 

 

新しい年に向けて 新たな一歩を公民館で！ 

    公民館「お花炭作り」 

★日にち 1 月 1６日（日） 

★時 間 午前 10 時～正午 

★場 所 旭町 旭森公園 

★対 象 館区内小学校の児童のみなさん 

★定 員 ２0 名（抽せん）／ ★参加費 無料 

★持ち物 マスク・飲み物・軍手 

※火を使います。着衣に注意してください。 

★申込み 12 月 18 日（土）から電話または 

     公民館窓口、公民館にメールで。 

 

         公民館「歩き方教室」 

★日にち 1 月 1５日（土） 

★時 間 午前 10 時 30 分～11 時 30 分 

★場 所 豊町 あかつき公園 

★対 象 館区内の方ならどなたでも 

★定 員 30 名（先着順）／★参加費 無料 

★持ち物 マスク・飲み物・汗拭きタオル 

※運動しやすい服装と履きなれた靴で参加 

★申込み 12 月 18 日（土）から電話または 

     公民館窓口で 

 

 
事 業 名 対 象 

若者講座（6・13・20 日） 
高校生～ 

30 歳程度まで 

青少年 バレンタイン・おかし作り

（13 日） 
小学 

４～６年生 

子どものスマートフォン～複数のＳＮＳ

アプリを使いこなす子どもたち～（19 日） 
小中学生の 

保護者向け 

文学講座（仮題）「江戸の庶民の 

くらし」「江戸のＳＤＧｓ」（未定） 
どなたでも 

 

令和４年 ２月の予定 

※ 感染状況等により中止となる場合があります。 

※ 最新情報は当館ホームページでご確認ください。 

 

 

 

 

 

あああ おおお
ぞぞぞ   

ららら  

 

 

一緒に遊ぼう♪ 

 

 

あああ おおお
ぞぞぞ   

ららら  

 
 

mailto:onominami-k@city.sagamihara.kanagawa.jp

